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●都市デザイン活動の視点

●都市デザインの目標

●都市デザイン活動の実績

・公共空間の利活用の推進

・歴史を生かし横浜らしい街並

・歩行者ネットワークづくり

・街並や景観の質の向上

(仮称)横浜都市デザインビジョン（案）概要

横浜市では1971年都市デザインの専門部署を
設置して以来、これまで、都心部、郊外部で魅
力的な空間形成を進めてきている。

一方、東日本大震災以降、人々の価値観や考
え方が変わり、都市を取り巻く環境も大きく変
化し、環境と創造、安全や快適性、暮らしやす
さと人のつながりなど、都市は、多元的な価値
を求められている。

今まで積み重ねてきたものをさらに活かし、
市民の皆様が集い、より愛し、誇りに思える豊
かさと活力ある都市をつくるため、より一層、
都市デザイン活動を進めていく必要がある。

横浜の都市デザインは、「魅力と個性のある人間的な都市空
間の創造」を目標に、まちづくりにおける公共事業や民間事業、
市民による活動の様々な動きをとらえ、次の７つの目標をもっ
て各事業や活動を総合化し、調整することをその活動の中心
としてきた。
今後も、７つの目標とともに都市デザイン活動に取り組んでい

く。

(都市デザインの７つの目標)
❶ 歩行者活動を擁護し、安全で快適な歩行空間を確保する。
❷ 地域の地形や植生などの自然的特徴を大切にする。
❸ 地域の歴史的、文化的資産を大切にする。
❹ オープンスペースや緑を豊かにする。
❺ 海、川などの水辺空間を大切にする。
❻ 人々がふれあえる場、コミュニケーションの場を増やす。
❼ 形態的、視覚的美しさを求める。

横浜の都市デザインは、地域や事業者などと協力し、行政の総
合力を発揮しながら、多様な実績を積み上げ、日本の都市デザ
イン活動をリードしてきた。

●都心部の骨格をつくる都市デザイン
●既成市街地の都市デザイン
●都心周辺・郊外区のまちづくり
●公共空間の都市デザイン
●歴史を生かしたまちづくり
●都市デザインのしくみづくり
●都市デザインの交流・発信
●クリエイティブシティ
●市民参加・市民協働のまちづくり

●都市をとりまく状況 ●横浜市をとりまく状況 ●今後の展開

・人口減少、少子高齢化の
進行、世帯規模の縮小

・安全・安心への関心の高
まり

・環境やエネルギーへの関
心の高まり

・低炭素社会への移行
・都市の個性や魅力などの
都市間競争の激化

・市外へ依存する就業機会、
就業者の減少

・更新時期を迎える都市機能
・魅力的な景観、街並の保全
活用

・文化的・創造的な魅力の
向上

１．長期的な都市像を描き、活力あ
る新たな都心臨海部を創る

□6大事業に代わる都市づくりの
長期ビジョンを作成する

□海を中心とした活力あるリング状
の都心像を描き実現していく

□環境、交通、交流、産業、生活
など具体的取組みを専門家や関
係機関、市民と連携し進めていく

５．コミュニティや人々の活動を支
える空間を創る

□少子高齢化などの変化に対応
した横浜らしい住まい方の研究
を進める

□自然や農との共生などの研究
を進める

□エリアマネジメント組織との連
携による自律したまちづくりを支
援する

２．地域の資源を生かし、多様で魅
力ある景観を創出する

□公共事業の景観誘導ガイドライ
ンを作成する

□都心部での利用状況の変化を
にらんだ美しい港の景観づくりを
進める

□景観制度のさらなる充実を図る
□郊外部での自然や地域資源を
活かした景観形成を進める

６．環境に配慮した都市空間を創
造・再生する

□既存市街地における環境に配
慮した再生型まちづくりを進める

□道路や廃線跡地などの公共空
間の活用による緑ある都市空間
の創造を図る

□生物多様性に配慮した都心部
での緑の創出による郊外部との
水と緑のネットワークのさらなる
充実を図る

７．多様な交通手段のネットワーク
化による快適な移動空間を創出
する

□駅の再整備等の際、歩行者や
環境にやさしい交通ネットワー
クをづくりを進める

□歩行者や自転車などスローな
交通のネットワークについて研
究を進める

８．都市デザイン活動の裾野を広
げる

□様々な分野との連携を積極的
に進め、行政内部の強化を図
る

□周辺や隣接する都市と連携を
進める

□次世代の都市デザイン活動の
担い手を育成する

□アジアを含む他都市との連携
強化

３．歴史を生かしたまちづくりのさら
なる推進を図る

□「歴史を生かしたまちづくり」制度
のさらなる充実を図る

□歴史的建造物を核としたまちづ
くりのさらなる展開を図る

□戦後建築等、新たな歴史的資源
について調査検討を行う

４．都市の創造力を高めるまちづく
りを推進する

□創造性を活かすまちづくりによる
横浜の個性づくりを進める

□戦後建築などの利活用による賑
わいづくりについて研究を進める

□公共空間を利用した賑わいのあ
る楽しい都市空間の創造を進める

❶ 都市デザイン活動を展開する姿勢や都市デザインの役割を
明確にする

❷ 地域のあるべき姿や将来像を明確に示して、関係者と議論
しながらまちづくりをすすめる

❸ 保全された空間や形成された街並などを「活用」する仕組みを
充実する

❹ 民間事業者や地域の団体などが行なうデザイン活動を捉え
検討できる仕組みをつくる

❺ 先導的な「モデル」プロジェクトや事業に取り組み、都市デザイ
ン活動を牽引していく

❻ 都市デザイン活動の交流・発信、担い手の育成等とともに、
市民の参画を促していく

●都市デザイン活動のとりくみ方

今

後

の

都

市

デ

ザ

イ

ン

活

動

を

推

進

す

る

仕

組

み

・魅力や賑わいの向上

・国際競争力の強化

・インナーハーバー構想推進

・「スローな交通」を含めた快適
な移動空間づくり

・創造性を活かしたまちづくり

・観光、MICEの活性化

・環境に配慮した都市空間づくり

・リノベーション、コンバージョン

・住みたくなるまちづくり
・多様な住まい方、暮し方の実現

・地域の主体的まちづくりの支援

・都心と郊外を包括する視点

持続力のある

横浜をつくる

都市デザイン

活力を拡大する

都市デザイン

横浜の多様な

魅力を掘り起こ

し増進する
都市デザイン

資料４

多様な都市デザイン活動

を継続的に進め、それを積

み重ねることによって、横

浜らしい魅力と都市文化を

高めていく必要がある
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(仮称)横浜都市デザインビジョン（案） 
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 [Ⅰ] 都市デザイン活動の推進にあたって 

 

１. 都市デザインの目標 

２. 横浜の都市デザイン活動の実績 

2.1 都心部の骨格をつくる都市デザイン 

2.2 既成市街地の都市デザイン 

2.3 都心周辺・郊外区のまちづくり 

2.4 公共空間の都市デザイン 

2.5 歴史を生かしたまちづくり 

2.6 都市デザインのしくみづくり 

2.7 都市デザインの交流・発信 

2.8 クリエイティブシティ 

2.9 市民参加・市民協働の、まちづくり 

３. 変化する社会状況 

3.1 都市を取り巻く状況 

3.2 横浜市を取り巻く状況 

４. 都市デザイン活動のとりくみ方 

4.1 都市デザイン活動を展開する姿勢や都市デザインの役割を明確にする 

4.2 地域のあるべき姿や将来像を明確に示し、関係者と議論しながらまちづくりをすすめる 

4.3 保全された空間や形成された街並などを「活用」する仕組みを充実する 

4.4 民間事業者や地域の団体が行なうデザイン活動を捉え検討できる仕組みをつくる 

4.5 先導的な「モデル」プロジェクトや事業に取り組み、都市デザイン活動を牽引していく 

4.6 都市デザイン活動の交流・発信とともに、担い手の育成等により市民の理解を深めていく 

 

[Ⅱ] 今後の都市デザインにおける視点 

 

１. 横浜の多様な魅力を掘り起し増進する都市デザイン 

２. 活力を拡大する都市デザイン 

３. 持続力のある横浜をつくる都市デザイン 

 

[Ⅲ] 都市デザイン活動の今後の展開 

 

１．長期的な都市像を描き、活力ある新たな都心臨海部を創る 

２．地域の資源を生かし、多様で魅力ある景観を創出する 

３．歴史を生かしたまちづくりのさらなる推進を図る 

４．都市の創造力を高めるまちづくりを推進する 

５．コミュニティや人々の活動を支える空間を創る 

６．環境に配慮した都市空間を創造・再生する 

７．多様な交通手段のネットワーク化による快適な移動空間を創出する 

８．都市デザイン活動の裾野を広げる 

 

[Ⅳ] 今後の都市デザイン活動を推進する仕組について  
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はじめに 

 

 横浜市では 1971 年都市デザインの専門部署を設置して以来、これまで、都心部、郊外部で魅

力的な空間形成を進めてきています。 

 一方、東日本大震災以降、人々の価値観や考え方が変わり、都市を取り巻く環境も大きく変化

し、環境と創造、安全や快適性、暮らしやすさと人のつながりなど、都市は、多元的な価値を求

められています。 

 今まで積み重ねてきたものをさらに活かし、市民の皆様が集い、より愛し、誇りに思える豊か

さと活力ある都市をつくるため、より一層、都市デザイン活動を進めていく必要があります。 
 
* 昭和 50 年（1975 年）、横浜市都市美対策審議会は、「都市美対策に関する提言」として都市美実現のた

めの 13 項目を提言 
* 平成元年（1989 年）、横浜市都市美対策審議会は、「新しい時代に向けた「横浜」都市デザインに関する

提言」として新しい時代に向けて都市デザイン活動を充実展開するため、３つの視点から 11 項目を提

言  

 

 

 

 

[Ⅰ]  都市デザイン活動の推進にあたって 

横浜の都市デザイン活動の当初から掲げている「魅力と個性のある人間的な都市空間の創造」

は、新たな都市デザインビジョンを描くにあたっても変わることのない普遍的な目標であると考

える。これに基づいて多様な実績を積み重ねて来たが、社会情勢の変化や都市にもとめられるも

のも変化して来ており、これに応える都市デザイン活動の進め方が求められている。 

 

１ 都市デザインの目標 
 

 横浜の都市デザインは、「魅力と個性のある人間的な都市空間の創造」を目標に、まちづくりに

おける公共事業や民間事業、市民による活動の様々な動きをとらえ、次の７つの目標をもって各

事業や活動を総合化し、調整することをその活動の中心としてきた。 

今後も、７つの目標とともに都市デザイン活動に取り組んでいく。 

 

    都市デザインの７つの目標 

①歩行者活動を擁護し、安全で快適な歩行空間を確保する。 

②地域の地形や植生などの自然的特徴を大切にする。 

③地域の歴史的、文化的資産を大切にする。 

④オープンスペースや緑を豊かにする。 

⑤海、川などの水辺空間を大切にする。 

⑥人々がふれあえる場、コミュニケーションの場を増やす。 

⑦形態的、視覚的美しさを求める。 
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２ 横浜の都市デザイン活動の実績 

 横浜の都市デザインは、地域や事業者などと協力し、行政の総合力を発揮しながら、多様な実

績を積み上げ、日本の都市デザイン活動をリードしてきた。 

 

２．１ 都心部の骨格をつくる都市デザイン 

 自立的な都市構造の確立を目的とした事業が都心部強化事業である。この事業は横浜駅周辺地

区と関内地区の 2 つの都心地区を一体化するもので、都市基盤の強化、新たな都心の創造、海と

緑を活用した軸線構築の 3 つがあった。 

 これらの事業は、魅力的な歩行者空間形成、歴史的資産の活用、まち全体としての形態的な美

しさなど都市デザインの視点も導入して進められ、構想から 40 年経過した現在、その形が具体

的に現れるようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．２ 既成市街地の都市デザイン 

 横浜の都市デザインは、まず都心部の再生事業において、実験的取組を行いながら手法を蓄積

し、既成市街地である関内地区を対象に「くすの木広場」や港へのルートを示した「都心プロム

ナード事業」、絵タイル整備など魅力的な歩行者空間形成に取り組み、その活動が評価されると、

馬車道、元町などの商店街へと広がった。 

 これらの地区では、公共空間の整備と地域独自のまちづくり協定を組み合わせて、地域が主体

的に取り組むまちづくりが展開された。行政・地域双方から問題提起し、協議や実験などを通し

て具体的成果を見せながら進める取組により、市民に理解しやすい形で展開されてきた。 

 

  

○既成市街地の魅力的な歩行者空間の形成 元町（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による）

○都心部強化事業の基本構想 

（再開発基本構想 1970 年） 

 
○都市軸の整備（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による）
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２．３ 都心周辺・郊外区のまちづくり 

 日常生活に密着した快適な環境を創り出す「区の魅

力づくり」は 1980 年代から始まった。まず「区」を

単位に地域の特徴を見つけ出し、様々な事業を通して

魅力ある空間づくりへの取り組みを行ってきた。 

 駅前や区庁舎周辺など、市民が訪れる場所を対象に、

道路、公園、公共施設などの環境整備を行い魅力的な

空間形成を指向している。 

 一方、都市化のかげで都市の裏側になりつつあった

川沿いを、自然環境や水辺の景観に触れ合える空間に

再生する「水と緑のまちづくり」は、大岡川、柏尾川、

帷子川、いたち川などで川沿いのプロムナード整備や

河床に人が降りられる親水広場、周辺の山林の保全・

活用などの環境整備として行った。これらの環境整備

は市民団体などと連携しながら進めてきた。 

 また、郊外区で展開された 6 大事業である港北ニュ

ータウンや金沢シーサイドタウンにおいても都市デザ

インの取組を行っている。 

 

 

 

 

○郊外区の魅力づくり、区の魅力づくり（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

 

○プロムナード整備（いたち川） 
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２．４ 公共空間の都市デザイン 

 都市空間の中で市民・来街者が利用する道路

や駅などの公共空間のデザインは、都市の利便

性・快適性に関わる要素の中で大切な要素であ

る。 

 そこで公共空間の質を高めるため、ストリー

トファニチャーや公共サインなど公共施設のデ

ザイン開発をすすめるとともに民間事業者にも

協力を求め、ライトアップやオープンカフェな

どの公共空間を多彩に使いこなすための実験的

な取組や仕組みづくりなど、総合的な演出を行

なっている。 

 

２．５ 歴史を生かしたまちづくり 

 横浜には、開港以来独自の文化が培われ、個性

ある街並みがつくりだされてきた。関内地区の華

麗な姿の近代建築、山手の西洋館、郊外部の古民

家、あるいは風格ある土木産業遺構など、歴史的

景観は「横浜らしさ」をかたちづくる貴重な資源

である。 

 こうした歴史的建造物をまちづくりに活かし

ていくため、1988 年に「歴史を生かしたまちづ

くり要綱」を制定し、所有者や市民、専門家など

と協力して歴史的建造物の保全活用を行うとと

もに、文化財制度とも連携しながら、まちづくり

のなかで歴史的景観を保全する取組を進めている。 

 

  

 

○土木産業遺構の保全活用 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

 

○オープンカフェ（日本大通り） 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

 
○ストリートファニチャー・公共サイン 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 
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２．６ 都市デザインのしくみづくり 

 様々なテーマや地域で都市デザイン活動を展

開していく過程で、「山下公園周辺地区開発指導

構想」などの要綱や基準などが策定された。 

 要綱や基準は、法制度や数値基準だけでは規定

できないきめ細やかなデザインや景観への配慮

を当事者の創意を引き出す創造的協議により実

現してゆくことを意図している。このような特徴

を生かす形で横浜独自の制度として、市街地環境

設計制度が策定され、近年では景観法の施行を契

機に景観の条例を策定し協議型のまちづくりを

進めている。 

 

 

 

 

 

２.７ 都市デザインの交流・発信 

 横浜市は国際的な会議や展覧会といった、国内

外各都市との交流を通じて、都市デザインやまち

づくりにおける課題を明らかにし、研究、議論を

積み重ねて来た。 

 こういった活動を出版物として記録、発信して

いくことで、市民の都市デザインへの理解や協力

促進、庁内外での新たな人材育成などに展開して

いる。 

 また、世界中、日本中から広く知恵を集めるた

めに公共施設のコンペやプロポーザルを効果的

に行なうことで、魅力的な都市空間を数多く創り

出してきた。その蓄積は日本グッドデザイン賞金

賞の受賞など、広く評価されている。 

 

 

２.８ クリエイティブシティ 

 1980 年代後半から「バルセロナ＆ヨコハマ シティクリエーション」をはじめとする国際的な

シンポジウムや会議を通し、横浜の自立的な発展を議論してきた。 

 その中で、文化芸術の創造力と魅力ある空間、文化、多様な人材、産業経済を組み合わせ、都

市の新しい価値や魅力を生み出すソフトとハードの施策を融合させた新たな都市ビジョンとして

「クリエイティブシティ」という概念を掲げることとした。 

 2006 年に発表した「ナショナルアートパーク構想提言書」を皮切りに、その理念の実現を進

めてきている。 

○都市デザインのしくみづくり 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

○シンポジウム 

「横浜の都市デザイン活動の 40 年とこれから」 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 
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２．９ 市民参加・市民協働のまちづくり  

 都市デザイン活動は、1980 年代にはそ

の活動領域を都心周辺部へ、さらに郊外区

へと拡大する中で、まちづくりにつながる

市民活動に着目していった。 

 ヨコハマ都市デザインフォーラム（1992 

年）を機会に、市民まちづくりを支援する

｢地域展開事業｣を実施し、都市デザイン室

に｢市民まちづくり担当｣を設置した。 

 さらに 1996 年よりパートナーシップ

型行政の推進政策として、当時の企画局・

市民局・都市計画局が連携した「パートナ

ーシップ推進モデル事業｣を全区で行い、

市民協働の原則を定めた｢市民活動推進条

例」（2000 年）、まちづくり分野では｢地域

まちづくり推進条例｣（2005 年）を制定し

た。 

 

  

 

○クリエイティブシティ    ナショナルアートパーク構想（当初概念図） 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

 

○いえ・みち まち改善事業 

○まち普請事業の審査風景等 
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３ 変化する社会状況 
横浜の都市デザインは 1971 年に専門部署を設置して以来、魅力的な空間形成を進めてきたが、

40 年を経過した今、都市を取り巻く環境が大きく変化し、人々の価値観や考え方も変化している。

環境と創造、安全や快適性、暮らしやすさと人のつながりなど、都市は、多元的な価値を求めら

れている。 

 

３.１ 都市を取り巻く状況 

 地方から都市に向けて若い世代が急速かつ大量に移動した昭和 40 年代の「都市化」の時代から

概ね 40 年が経過しつつある。 

 この間、情報化や国際化の進展、産業構造の変化、生活・価値観の多様化が進んだ。 

 地方から若い世代の流入が減少する一方、地方から都市に流入した世代が高齢期に入り、都市

の人口減少、少子高齢化などの変化が進もうとしている。 

高齢化や世帯規模の縮小が進むなかで、暮らしの安全や安心への関心や暮らしやすさなどへの

関心が高まっている。 

 また、情報ネットワークや輸送・交通網の発達に支えられ、産業や人材などは地域や都市を比

較し選択して立地・移動するようになってきており、都市間の競争が国際的に行われるようにな

ってきている。 

産業、文化、生活など様々な面で都市が魅力や機能を競い合う時代になってきている。 

 都市は食料や電力などを地方や郊外地域に依存して成長発展してきた。東日本大震災は、防災

や災害から復旧する力とともに、環境、エネルギーが都市の存続に関わる重要な課題であること

を示した。市民や企業の環境、エネルギーに対する関心が高まっている。  

 

 

３．２ 横浜市を取り巻く状況 

 横浜はこれまで、首都圏の中核的な業務都市、国際港湾都市、個性的な創造文化都市、京浜工

業地帯の中核をになう工業都市，良好な環境を誇る住宅都市として発展してきた。 

 

・就業者の減少 

 横浜で働く就業者の数は約 142 万人（平成 22 年

国勢調査結果）である。一方、横浜に住む就業者は

約 170 万人である。横浜で働く就業者、横浜に住

む就業者はともに減少傾向にある。 

 市外から横浜に通勤してくるのは約 35 万人で平

成 17～22 年に約 9 千人増えたが、横浜に住む就業

者の約 37％（約 63 万人）が市外に通勤しており、

依然として就業機会の多くを市外に依存している

状態（平成 22 年の昼夜間の就業人口比は 0.84）が

続いている。 

 20 歳代の従業者が既に減少しており、今後、従

業者の高齢化や従業者の総数の減少も予想されて

いる。 

 

○働く場や機会の確保 

・職住のバランスがとれた、自立的な都市にしていく必要

がある。 

（国勢調査結果により作成） 

*数字は平成 22 年就業者数。（）内は平成 17 年就業者数
*常住地、従業地不明を含む 

170.3 173.7 &

142.3&
142.9 &

63.4 65.3

99.1 108.4

5.4 34.5
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・都市機能の更新 

 都心臨海部、内港地区（インナーハーバー）で

は産業構造の転換，港湾機能の高度化・沖合展開

など大きな転換期を迎えている。 

  卸売・小売業や製造業、建設業など横浜の成長

を支えた産業で働く人が減少する一方，医療・福

祉やサービス業で働く人が増加するなど、働く人

の産業別構成の変化がすすんでいる。  

 また、都市基盤施設や公共空間などは、老朽化

や施設更新の時期を迎えている。 

 2010年 3月には専門家チームと横浜市が連携し

て「海都横浜構想 2059」（大学まちづくりコンソ

ーシアム横浜）が策定された 

 

 

 

・人口の減少、高齢化、世帯規模の縮小 

 横浜には約 370 万人が暮している（平成 22 年国勢調査結果）。増加を続けてきた人口は平成 32

年前後をピークに減少していくことが予想されている。 

 人口の急増期に市民となった人が高齢期を迎えている。65 歳以上の人口の比率は 20.1％である

（平成 22 年国勢調査結果）。今後、年少人口や生産年齢の減少と高齢人口の増加が更に進むもの

と予想される。 

 成長が始まった昭和 35 年以降、1 世帯当りの人口は縮小をつづけており 2.31 人／世帯（平成

22 年現在。昭和 30 年当時は 4.5 人／世帯）となっている。 

 

 
・平成 32 年頃をピークに人口は減少し始める。世帯規模も縮小していくこ

とが予想されている。今後は、郊外部の住宅地で人口減少や高齢化がすす

むものと考えられている 

 

○横浜市の人口、世帯数、平均世帯規模の動向と推計 

*昭和 55〜平成 22 年は国勢調査実績値。平成 27 年以降は横浜市推計値（平成 24 年 12 月推計） 

1.75

1.95
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1,000,000
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2,000,000
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3,000,000

3,500,000

4,000,000

S55 H2 H12 H22 H32 H42

平
均
世
帯
規
模

人
口
、
世
帯
数

総人口
世帯数
平均世帯規模

○インナーハーバー地区（「海都横浜構想 2059」による） 
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 ・既に高齢者が急速に増加し、生産年齢人口の減少、年少人口の減少が始まっている。 

○横浜市の年齢別人口の動向と推計  

*昭和 55〜平成 22 年は国勢調査実績値。平成 27 年以降は横浜市推計値（平成 24 年 12 月推計） 

  

・魅力的な景観、街並 

 海や港の景観は市内外から「好ましいもの」として高く評価されている。また「住んでみたい

都市」、「訪れてみたいと都市」として各種の調査で常に上位にランクされている。 

 横浜には、開港以来の歴史的な建造物や、工業都市、港湾都市としての遺構などが数多く残さ

れ、個性的な景観や街並がつくり出されてきた。 

 一方、郊外地には市街地と緑地や農地を保全する区域が隣接し、緑豊かな景観や環境が残され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年少人口, 

489,620 

生産年齢人口, 

2,458,134 

高齢人口, 

741,019 

0
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*アンケート回答者の居住地を問わず、「町並み・景観」が横浜
の最も大きな魅力になっている。 

○横浜の魅力 

（「横浜市に関する意識・生活行動実態調査」横浜市文化観光局による） 

*16〜76 歳の一般男女を対象に、横浜への来訪頻度や目的等を調査したもの。
平成 24 年 8 月〜9 月に実施。1131 件のインターネット調査。 

0 20 40 60 80

町並み・景観

夜景

名所や旧跡

ご当地料理

テーマパーク・動物

園…

全国

横浜市内

神奈川県内（横浜市除く）

首都圏（神奈川県除く）
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・文化的・創造的な魅力 

 横浜には、開港以来の独自の文化や地域に残された魅力的な空間、多様な人材や産業がある。 

 歴史的建造物や港の風景などの資源を生かしながら、文化芸術に代表される創造的な活動の積

極的な誘導により、国際的な観光交流拠点の形成や創造的な産業の集積を進めている。 

 

・生活や産業活動が安定して継続できる条件 

 東日本大震災を機に、都市の災害からの回復力、低炭素社会の実現、エネルギーの安定供給、

交通・輸送機関の堅牢性などが、生活や産業活動を安定して継続する条件として改めて評価され

ている。 

 

・環境に対する意識の高まり 

緑の減少による都市の潤いの減少、

ヒートアイランド現象、生物多様性の

危機など環境に対する多くの問題に

ついて、市民意識が高まっており、産

業活動を行う上でも環境への配慮は

重要性を増している。 

横浜の緑は、全市域の 25%にも及

ぶ市街化調整区域が市街化区域に入

り込む形で守られてきたが、緑被率は

昭和 50年に約 45%あったものが平成

21 年には 30%以下(29.8%)になり、平

成 21 年度からは、全国で初めての取

り組みである横浜みどり税の導入し、

より一層の緑の保全と創出に取り組

んでおり、横浜市は、他の都市をリー

ドする環境先進都市を目指さなけれ

ばならない。 

 

 

 

  
 

○緑の 10 大拠点（「横浜緑アップ計画」横浜市環境事業局による）
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４. 都市デザイン活動のとりくみ方 

横浜の都市デザインは、これまでも、地域や事業者などとの協力や行政の総合力を発揮するこ

とを特徴として取組を進めてきた。社会状況の変化を受け多元的な価値を求められる中で、今後

はより一層、多くの人が都市デザインのプロセスや評価に参加できる仕組みが求められている。 

魅力的な町並みや景観を作り上げ都市の価値を高めていくためには、まちづくりの質的な向上

を目指す独自のルールや仕組みを確立するだけでは十分ではない。対象の特徴や条件をふまえ、

関係者による協議や調整が不可欠である。今後も協議や調整を軸としたデザインと実現プロセス

を堅持していく。 

 

 

４．１ 都市デザイン活動を展開する姿勢や都市デザインの役割を明確にする  

都市デザインは、まちづくりにおける「質」を高める創造活動であり、そのプロセスは地区の

特徴などに対応する特殊・個別的な調整作業を含むため、わかりにくく、見えにくい面がある。 

市民や事業者の理解を得るため、都市デザイン活動の範囲や役割、活動の体制を具体的に明示

していく。 

長期的目標やビジョンを定め、個々の事業の進捗に注意し、関係者との調整を積極的に早期の

段階から行い、粘り強く時間をかけて実現していく。 

 

４．２ 地域のあるべき姿や将来像を明確に示し、関係者と議論しながらまちづくりをすすめる 

 建物の形状や、景観、活用方法などについて誘導や制限を行なう仕組みやルールを活用してき

ているが、行政の意図がうまく伝わらない場合がある。 

 都市デザインの企画、立案を積極的に行い、地域に対するデザイン活動の意図や実現すべき魅

力的な将来像と実現プロセスを可能な限り具体的に明示し、関係者や事業者などがデザインの意

図や地域のイメージについて具体的に議論し、調整・協議しながらまちづくりを進める。 

  

４．３ 保全された空間や形成された街並などを「活用」する仕組みを充実する 

 建物の外観保存や街並の形成の効果をより多く引き出すため、保全された建築物や形成された

街並を活用する仕組みを充実することが望まれる。 

 横浜では、建築物の外観保存と活用に積極的に取組んでいるが、「活用」する仕組みを充実（保

存後の利用の用途や使い方の弾力化、活用に関する調整の仕組みの明確化など）することにより、

保存の対象の拡大が期待できる。 

  必要な場合、NPOや企業などと連携して空間を管理し運営する仕組みなどについても検討する。 

 

４．４ 民間事業者や地域の団体が行なうデザイン活動を捉え協働する仕組みをつくる 

 多様な世代が快適，安全に住めるまちとするため，身近な生活空間のデザインを一層充実して

いく必要がある。 

 都市デザイン活動の裾野を広げ、より身近なものとしていくため、社会の変化や、地域の要望、

事業者の意向を的確に捉えて都市デザイン活動を自由に幅広く検討し、関係者の調整、協力によ

りまちづくりを実現できる仕組みを設ける必要がある。 

 また、実現プロセスをデザインし、マネジメントを担う組織を育成、支援する。 
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４．５ 先導的な「モデル」プロジェクトや事業に取り組み、都市デザイン活動を牽引していく 

今後、都市デザインの対象分野が一層多様化し拡大していく。また、関係者との協議や調整も

一層複雑になっていく。 

プロジェクトや事業を選択し、調整や協議を軸としたデザインプロセスやその成果を共有して

いくことが効果的である。先導的かつ魅力的な「モデル」に取り組み、都市デザイン活動を牽引

していく。 

 

４.６ 都市デザイン活動の交流・発信、担い手の育成等とともに、市民の参画を促していく 

 都市デザイン活動を展開していくためには、市民や企業等の理解を深め、デザイン活動を評価

する力を醸成していくことが重要である。 

 引き続き国際的な会議や展覧会、国内外の都市との交流、国際的な競技設計や企画競技の開催

等を通じて都市デザイン活動への関心や理解を高めていく。中でも、子どもや大人、企業や行政

職員などを対象とした都市デザイン活動の担い手の養成や都市デザインの視点の育成に重点的に

取り組んでいく。 
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 [Ⅱ] 今後の都市デザインにおける視点 

 

横浜の都市の魅力を掘り起こし顕在化する活動として都市デザインは大きな役目を果たしてき

たが、この取組みはこれからも継続して行なっていく必要がある。 

横浜が今後も人々を惹きつけるような都市であり続けるには都心部を中心として新たな活力、

賑わいをつくっていくことが重要であり、そのための大きな構想や創造都市との一層の連携など

が重要となってくる。 

少子高齢化や環境配慮をにらんで、持続力ある横浜のまちづくりに横断的にかかわっていくこ

との重要性もますます高まっていくことは間違いない。 

 

今後の都市デザイン活動を推進するにあたり、これまでの都市デザイン活動を継承・充実する

とともに、多様な担い手と協働しながら新たなテーマにとりくむため、以下の 3 点を視点として

今後の都市デザイン活動にとりくむ。 

 

 

１．横浜の多様な魅力を掘り起し増進する都市デザイン 

 

 横浜には港の景観や多くの歴史的資源があり、街並みや景観の美しさが横浜の魅力として非常

に重要な位置を占めている。また、横浜にはまだ顕在化していない都市としての魅力がある。地

域や都市の魅力は、それを構成する要素のデザインの質によって支えられている。歩行者空間や

町並み、都市活動や生活スタイル等、多様で多面的な要素をデザインすることによって横浜らし

い魅力と都市文化を高めていく必要がある。 

 道路や公園、公開空地といった公共空間の更なる利活用の推進、横浜らしい景観や歴史を活か

した街並の形成、歩行者ネットワークづくりなどを進める。 

 また、少なくなった開発や整備の機会を捉え、丁寧に取り組むことにより街並や景観の質を向

上させていく。 

  

 

２．活力を拡大する都市デザイン 

 

 横浜の活力を維持し拡大していくことが求められており、都市デザイン活動により、都市の活

力と賑わいを高めていく。 

 横浜の活力や国際競争力を強化するための計画であるインナーハーバー構想の推進、歩行者や

自転車等いわゆる「スローな交通」を含めた快適な移動空間づくりによる回遊性の向上など、新

たな活力や賑わいを生み出す都市デザイン活動を展開する。 

 また、創造性を活かした都市づくりを推進し、多くの観光客・ビジネス客が訪れる観光都市横

浜の魅力をより一層高め、文化・芸術の交流、産業・経済情報の交流、展示を増進するなど、観

光・MICE の活性化に寄与する都市づくりを進める。 
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３．持続力のある横浜をつくる都市デザイン 

 

 少子高齢化への対応、低炭素社会の実現、環境への配慮、災害への対応力など、安心して横浜

に住み続けられる環境づくりや住みたくなるまちづくり、横浜で業務を継続し展開していける環

境づくりが求められている。 

 持続力のある都市とするため、これまで都市を支えてきた道路、鉄道、施設・建造物等のリノ

ベーションやコンバージョンを戦略的に進め、環境への負荷低減に配慮した取り組みを進める必

要がある。 

また、都市活動や生活のスタイルの変化にあわせて、望ましい風景・景観、様々な活動や生活

を支える環境・インフラストラクチャーをデザインしていくことが求められており、多様な住ま

い方や暮し方を実現するため地域の特徴や資源を活かして主体的・自律的に取り組む地域のまち

づくりを支援していく。 

 

 

以上の 3 つの視点は、個々に独立したものではなく、一つの事業のなかでも複数の視点に基づ

いた事業の展開が求められる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・公共空間の利活用の推進 

・歴史を生かし横浜らしい街並 

・歩行者ネットワークづくり 

・街並や景観の質の向上 

 

持続力のある 

横浜をつくる 

都市デザイン 

活力を拡大する 

都市デザイン 

横浜の多様な魅

力を掘り起こし

増進する 
都市デザイン 

・魅力や賑わいの向上 

・国際競争力の強化 

・インナーハーバー構想推進 

・「スローな交通」を含めた快適 

 な移動空間づくり 

・創造性を活かしたまちづくり 

・観光、MICE の活性化 

・環境に配慮した都市空間づくり 

・リノベーション、コンバージョン 

・住みたくなるまちづくり 

・多様な住まい方、暮し方の実現 

・地域の主体的まちづくりの支援 

・都心と郊外を包括する視点 
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[Ⅲ] 都市デザイン活動の今後の展開 

前述の３つの視点に基づき、以下の８項目をテーマに、今後の都市デザイン活動を推進する。 

 

1. 長期的な都市像を描き、活力ある新たな都心臨海部を創る 
 

 これからも横浜が活力ある街であるために、横浜の特徴である海を囲んだリング状の都市構

造（＝インナーハーバー）を持つ都心部の長期的な都市像を構想する。 

 賑わいと活気のある都市を創造・発信し、市民が世界に誇れる美しい、国際競争力のあるま

ちづくりを展開していく。 

 様々な創造的活動が集積し、人間中心で、暮らしやすさや楽しさ、水辺と緑の豊かさを実感

できる都市を目指す。 

 

・現在の横浜が約 50 年前の 6大事業によって形づくられたように、6 大事業がほぼ完成した

今、新たな 50 年を描くまちづくりの方針を示し、実践に移していく。 

・山下埠頭や山之内埠頭などの新たなエリアの利用転換を検討し、リング状に都市を形成す

ることによって、新たな活力や魅力あるこれからの都心部を創る。 

・環境、交通、交流、産業、生活などの検討と具体的な取組みを、専門家や関係機関、市民

と連携し、進めていく。 

 

 

2. 地域の資源を生かし、多様で魅力ある景観を創出する 
 
 これまで、都心臨海部を中心に景観制度により美しい景観形成を進めてきており、これから

も、地域の個性・賑わいづくりやデザインの質的向上を進める必要がある。 

 今後は、郊外部での地域資源を活かした景観形成や、市民が誇れる横浜らしい、美しいまち

づくりを進める。 

 

・道路、公園、公共建築などの公共事業の景観誘導のガイドラインを検討する。 

・都心臨海部を対象とした美しい港の景観形成方針を検討するとともに、利用形態の長期的

変化を視野に入れた景観検討を進める。 

・景観制度について、運用上における課題や、協議の進め方における課題等を整理し、都市

美対策審議会の意見を踏まえ制度の検討を進める。 

・郊外部の自然豊かな地域では、自然を生かした四季の演出など地域の特性を生かした景観

形成を推進する。 

○海をいだく豊かな都心空間「海都」の創造（「海都横浜構想 2059」による） 
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・郊外部では、都心部と異なり住居系地域が多くなるため、より地域住民の共感を呼ぶ景観

形成の取り組みや方法などを検討する。 

 

3. 歴史を生かしたまちづくりのさらなる推進を図る 
 

   横浜は開港以来の独自の文化を尊重し、個性あ

る街並みを守ってきた。 

これからも、横浜らしさをかたちづくる貴重な資

源である歴史的建造物の保存活用の取組を進める

必要がある。 

 また、これまでの歴史的資源のみならず、時代

の経過とともに誕生する新たな歴史的資源を見つ

け出し、保全・活用する取組も進める必要がある。 

 

・所有者の実状に応じた多様な保全活用手段の

確保を目指した制度づくりを進める。 

・市民協働による歴史を生かしたまちづくりを、仕組みづくりなどとあわせて推進するとと

もに、歴史的建造物を核としたまちづくりの更なる展開を図る。 

・都心部に多数ある戦後建築等新たな歴史的資源について調査検討を行う。 

 

4. 都市の創造力を高めるまちづくりを推進する 
 
 ここ数年の取組みによって都心部に定着しつ

つある創造的なコミュニティと連携してまちづ

くりを進め、都心部に残る戦後建築の活用など、

市民が感じられる横浜らしさを創出するととも

に、新たな横浜の魅力を内外に発信していく。こ

れまでまちづくりを強力に進めてきた地域型の

コミュニティと、新しい創造的なテーマ型コミュ

ニティの連携を促し、街の地域資源の活用や産業

の活性化を目指す。 

 

・横浜のまちに集結しつつあるクリエイターの

力でより創造的なまちづくり、横浜の個性づ

くりを進め、特徴ある空間を生み出していく。 

・まちに新たな賑わいと活力を生み出していくため、都心部に多数ある戦後建築の利活用な

どについて研究を進める。 

・公園、道路、鉄道高架下などの公共空間等において、オープンカフェや観光拠点等の社会

実験や利活用を進め、賑わいのある楽しい都市空間の創造について進めていく。 

 

 

 

 

 
○想像力を高めるまちづくり（日ノ出町） 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 

○歴史的建造物の活用 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による）
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5. コミュニティや人々の活動を支える空間を創る 
 
 少子高齢化、人口減少などの横浜の抱える課題からコミュニティの重要性が再認識されてい

る。また、これまでの各地の震災の経験から、災害への備えや災害からの回復力の点でもコミ

ュニティやそれを支える空間の重要性が認識されている。今後地域の特性に合ったまちづくり

が必要とされる中、地域による自律したまちづくりやエリアマネジメント、多様なライフスタ

イルから生まれるテーマ型コミュニティの活性化、地域内を安全・快適に移動できる空間作り

など、横浜らしい住まい方、暮らし方を支える活動のための空間創出を進めていく。 

 

・少子高齢化、人口減少などの生活環境の変化に対応した生活や都心部居住、郊外部の団地

再生、住替えの促進など地区の特性に合った生活について研究を進める。 

・自然との触れ合いや農に密着した生活など、自然や農との共生などを研究していく。 

・自治会や商店街など地域のエリアマネジメント組織等との連携・支援を強化し、地域の課

題は地域で解決し、すべての人が幸せを享受できるまちづくりを検討していく。 

 

6. 環境に配慮した都市空間を創造・再生する 
  
   地球温暖化、ヒートアイランド現象などの環境問題は、現代の都市が避けることのできない

大きな問題である。今後の都市は、グリーンエネルギーの導入をはじめとした環境に配慮した

循環型社会の整備を進めていく必要がある。 

都市デザインでは特に既存市街地における環境配慮型への都市構造の変換や、リノベ 

ーション、コンバージョンを中心とした再生型まちづくりの推進、既存の土地利用にとらわれ

ない新しい空間構造の提案などを行う。 

また郊外部の緑の保全や大都市から失われた緑の創造や再生、河川や港を中心とした潤いあ

る水辺空間の創出など、水と緑の必要性を見直す時が来ている。 

・道路や廃線跡地などの公共空間の活用など、緑のある快適な歩行者空間の形成を進める。 

・横浜の魅力である海や川などのオープンスペースの活用や、市民が集い、にぎわうことので 

きる親水空間について検討し、人々の生活と結びついたまちづくりを進める。 

・生物多様性に配慮し、都心部での緑の創出による郊外部との水と緑のネットワークの形成の 

さらなる充実を図る。 

 ・工業用地などの大規模な土地利用変化に対応した新しい空間構造の提案などを行う。 

 

○親水空間づくり 郊外の水辺 ○親水空間づくり 都心の水辺 
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7. 多様な交通手段のネットワーク化による快適な移動空間を創出する 
 
  横浜の都市デザインは当初からモータリゼーションに対抗して人間のための都市空間を追求

してきた。また、急速に高齢化が進む現在、「健康」が大きく見直されている。今後は歩行者だ

けでなく公共交通の利用促進や都市の体験を豊かにしていくような自転車やスローで人や環境

にやさしい移動手段をまちに挿入して、すべての人が全ての場所にアクセスできるように都市

の移動空間を合わせて更新していく。 

 

・地域のシンボルである駅の再整備や新設に合わせ、周辺道路の再検討などを行い、歩行者や

環境にやさしい交通のネットワークづくりを進める。 

・公共交通の利用促進や新たな歩行者空間の検討やベイバイクの設置など、徒歩、自転車等の

スローな交通について研究する。 

・スローな交通に合わせて移動空間を更新し、回遊性や利便性を高め、市民や来街者、観光客

などが街並みを楽しめる歩行者空間づくりを進める。 

・インナーハーバーエリアを中心とした水上交通ネットワークの研究を進める。 

・ランニングコース、サイクリングコース等、健康づくりの楽しめる移動空間づくりを進める。 

 

8. 都市デザイン活動の裾野を広げる 
  
  現在の都市は、様々な課題を抱え、その課題

はますます複雑化してきている。それらまちづ

くりの課題を解決するにあたっては、行政内部

だけで議論するのではなく、様々な分野の専門

家や大学、市民・企業（企業家）アジアを含む

他都市などとの連携を積極的に進める。 

  また、これからのまちづくりに対する理解を

深めてもらうための発信事業や次世代育成を進

める。 

 

・専門家との連携強化やネットワークづくりを

進めるとともに、行政内部の強化を図る。 

・地域の魅力を高めるために、周辺の都市と連

携する。 

・シンポジウムやフォーラムの開催などを通し

て、都市デザインに関する研究とＰＲを行う

とともに、国内外に発信していく。 

・小学生などの子どもたちに都市デザイン講座

を開催するなど、次世代の育成を進める。 

・国際都市間における共通の課題に対する共同研究を進める。 

 

 

  

○都市デザインの PR・普及 

（「横浜の都市デザイン」平成 24 年 3月による） 
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[Ⅳ] 今後の都市デザイン活動を推進する仕組について 
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